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【目的】 
四つ橋筋は近代大阪の道路としての歴史はいちばん古い。１９０８年（明治４１年）

に市電の軌道のための道路として開通したことがはじまりである。開通から１００年以

上経ち、大正、昭和、平成の各時代に積み上げられた歴史の中には興味深い話が多くあ

る。昨年は、沿道の肥後橋の大同生命がＮＨＫテレビのドラマ「あさが来た」で盛り上

がった。今年は、４月に中之島にフェスティバルタワーウェストが竣工する。四年前に

できた建物とともに東西のツインタワーからなる四つ橋筋のランドマークともいえる

景観ができ上がる。 
 このように、近年、話題が増えつつある道であるが、四つ橋筋について南北に縦貫す

るかたちで書かれたガイドブックはあまりなく、また街歩きのコース設定も見られない。

そこで本研究は四つ橋筋沿道の各地域の歴史の中の興味深い話を南北の軸でまとめ直

し、街歩き用のマップを作ることを目的とする。 
【内容】 
四つ橋筋は南北４ｋｍの間に堂島、中之島、靭、新町、堀江など地域を通る。各地域

には街の歴史をまとめた資料があるが、その街は東西に広がっていて四つ橋筋の変遷を

連続して見ることはできない。また沿道の会社にも社史などを残している会社は多いが、

街との関連についてはあまり触れられていない。本研究では、四つ橋筋とその沿道の歴

史を調べる中で、ゆかりのある人物、会社、建物などについて話題の視点を少し変えて

見たり、くくりを組み替えて四つ橋筋を軸にまとめ直してみる。具体的には、 

①四つ橋筋が道として成立する過程と現在に至るまでの交通機関の変遷。 
②四つ橋筋沿道にある「川（堀）」「橋」などに名を残す地名の場所、景観の調査。 
③四つ橋筋の中之島以北のメディアについての変遷とゆかりのある人物の調査。 
④上に掲げた事項以外の、沿道に点在する、石碑やモニュメントについての調査。 
以上の事項の中から、四つ橋筋を軸にしたまち歩き用マップに落とし込んだ。 
【結果（今後の考察、具体的なモデルコースや観光商品の提案を含む）】 

調査対象が広範囲にわたり、対象となる歴史的な事象や存在した場所を一つのマッ

プに落とし込むには要素の数が多すぎるので、いくつかの分野に分けてコースを設定

した。本文では①交通機関の変遷②新聞社、放送局とゆかりの人物について扱い、別

添資料では①総合的なコース②建築物（現存となくなったもの）③川と橋のあった場

所をを歩くコースを設定した。大阪人にとっては大阪をより深く知るコースの設定な

ので、意外な発見があるかもしれない。 
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（１）四つ橋筋が道として成立する過程と現在に至るまでの交通機関の変遷 
   １８７４年（明治７年）官営鉄道が開通時の大阪駅は現在地より西に約２００ｍ 

の場所にあった。中之島から北は現在の四つ橋筋が「ステーション道」と呼ばれる 
道であった。一方、土佐堀より南は西横堀沿いの道が道頓堀まで直通できたが西船 
場、新町、堀江を貫く道（現在の四つ橋筋の道筋）はなかった。１８８９年（明治 
２２年）大阪鉄道が湊町駅（現 JR 難波駅）を開設した。この駅と大阪駅を結ぶた 
めに計画されたのが市電南北線で、渡辺橋からほぼ直線で南下した。電車の軌道を

敷くために開かれた道が現在の四つ橋筋の前身であり、その後拡幅された。 
 大正時代末には市電より速い西横堀高架線が計画されたが、関東大震災の影響に 
より安全性に疑問がもたれ地下化されることになり、現在の御堂筋線となった。そ 
の他いくつかの計画があったが、西横堀川は埋められて高速道路に、市電は廃止さ 
れ地下鉄３号線になった。なお、「四つ橋筋」の愛称は１９６９年（昭和４４年） 
公募によって決められ、下を走る地下鉄３号線は「四つ橋線」と命名された。 

      四つ橋筋周辺の交通に関連する記念碑 
          
 

 
 

四つ橋筋周辺の交通機関の変遷 （○内の番号は時間の流れの順番） 

神
戸
間

①1874年大阪～神戸間に官営鉄道が開通
梅田

阪神梅田
（地上）

③１９０８年（明治４１年）
大阪市電南北線開通
キタの梅田停車場、ミナミの湊町駅
という両ターミナルを結ぶ市電の線
路を敷設するために作られた道が
四つ橋筋のはじまり。
当初は「南北線」と呼ばれていた。

②湊町～柏原間に大阪鉄道が開通（現JR大和路線）

④１９２２年（大正１１年）
大阪市西横堀高架線計画
→1923年の関東大震災で
計画は頓挫。

→のちの地下鉄御堂筋線
に計画変更。

⑤１９３０年（昭和５年）
日本懸垂鉄道（モノレール）
建設計画→翌年申請却下
大阪駅→西横堀→新川→鼬
川→十三間堀川の河川上に
モノレールを建設する。
（最終は住吉大社まで延伸）

⑥１９５７年（昭和３２年）
南海電鉄西横堀線申請

→1962年（昭和37年）申請取下げ

⑧１９６２年（昭和３７年） （大国町～西梅田）
大阪市営高速鉄道３号線免許申請

⑨１９６３年（昭和３８年）から翌年にかけて
地下鉄工事のために市電が廃止される。
→地下鉄線開通までバス代替輸送

初代大阪鉄道
現・JR大和路線

⑦１９６２年（昭和３７年）西横堀川埋立

⑩１９６４年（昭和３９年）
阪神高速土佐堀～湊町間開通
現在の阪神高速環状線の一部
阪神高速道路の最初の開通区間南海

難波駅

西
梅
田

肥
後
橋

本
町
（旧
・信
濃
橋
）

四
ツ
橋

な
ん
ば

旧名・難波元町

1901年東へ200ｍ移転（現在地）

大阪駅（参考）1905年阪神電鉄三ノ宮～出入橋開業
1911年～ 梅田駅（地上）ﾋﾙﾄﾝﾌﾟﾗｻﾞW前
1939年現在の梅田駅（地下）迄延伸

阪神梅田
（地下）

⑪１９６５年（昭和４０年）高速鉄道３号線開通
西梅田～大国町～玉出間全通
１０６９年（昭和４４年）「四つ橋線」に改称

 

←大阪駅西の梅三小

路にある「梅田停車

場跡」の碑 

←大同生命ビルの東 

「阪神高速道路開通記念」碑 

阪神高速道路初の開通区間 

土佐堀～湊町 

西
横
堀
川 
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（２）川と橋の変遷―埋められた川、なくなった橋 
  かつて大阪駅～湊町駅までの間に１０か所の橋が架かっていた。多くの川は西横堀

川から分流していたものであるが、そのうち７つの河川が埋められ、架かっていた橋

もなくなった。橋のあった場所には親柱がモニュメントとして残されているところが

ある。現在の景観の中で川と橋がどのように存在していたかを別添資料にまとめた。 
  注意すべきは桜橋、信濃橋、四ツ橋など交差点に名前を残している橋が、実際の位

置とかなり違うということである。（別添資料参照） 
（３）四つ橋筋北側（中之島～桜橋）にかけて新聞社、放送局が多くあった。 
  四つ橋筋の特徴として大正末～昭和時代にかけてたいへん発信力の強い街であっ 
たということがあげられる。大阪発祥の新聞社は中之島～桜橋に多くあった。また、 
大阪の民間放送の多くはこの場所の周辺で生れた。しかし、現在は朝日新聞だけで 
多くの会社は他の地域に移転してしまった。昭和２０年代～３０年代にこの地域で勤 
めていた人は後年、著名な小説家、評論家になった人が多い。（下の地図を参照） 

四つ橋筋周辺の新聞社に関連する記念碑       

  

 

 

 
 
 

朝日新聞創刊之地 の碑（1879）
江戸堀・肥後橋センタービル前

毎日新聞社（現・堂島アバンザ）

井上靖（1936～1951）芥川賞受賞

山崎豊子（1944～1958）直木賞受賞

竹村健一（英文毎日 1955～1963）
手塚治虫（系列紙・少国民新聞で連載1947）

産経新聞社（現・サンケイブリーゼ）

司馬遼太郎（1952～1961）直木賞受賞

俵孝太郎（19253～1958）
俵萌子（1953～1965）

ラジオ大阪（1958年開局～1993年弁天町に移転）

小松左京が開局当時台本作家

（参考）寿屋宣伝部（現・ｻﾝﾄﾘｰ）1945～
開高健（1954～1955） 芥川賞受賞
１９５５年に宣伝部は東京へ移転

朝日新聞社（1885～）
現・フェスティバルタワーウエスト

朝日放送ラジオ（朝日会館 1951～1957  のち
に筋向いの新朝日ﾋﾞﾙに移転）

庄野潤三（1951～1955 芥川賞受賞）

阪田寛夫（1951～1963 芥川賞受賞）

（参考）大阪テレビ（現・ANAｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ）
1956年毎日・朝日が共同出資 のちにＡＢＣ
朝日放送テレビ 1966年大淀区に移転

毎日放送テレビ（1959大阪テレビから独立)
毎日会館南館（現・ホテルエルセラーン大阪）
1959年開局～1961年千里丘に移転

毎日放送ラジオ 日本初の民間放送局
1951年阪急百貨店屋上で開局
1961年千里丘に移転

（参考）FM大阪 現・フェスティバルタワーウエスト

（1970開局～2002湊町に移転）

国鉄大阪駅

阪神

四つ橋筋（１９６９年命名）

国道２号線

〒

国道２号線

（参考）

土佐堀川

堂島川

新聞社
放送局
その他

朝日放送ラジオ（現ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ
ﾀﾜｰの場所 1958～1961年
→大淀区に移転→現・福島区）

 

四つ橋筋周辺にあった新聞社、放送局と縁のある人物  昭和２０年代～３０年代はじめ 

 ＊当時は「四つ橋筋」という道の愛称はなかった。  人名の後の（  ）内は在籍期間 

←肥後橋センタービ

ル前路にある「朝日

新聞創業之地」の碑 

←堂島アバンザ前 

毎日新聞社跡のモニュメ

ント。旧社屋の玄関を残し

ている。 
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（４）その他 別添資料のマップに記載しているがポイントを次にあげる。 
１）肥後橋 大同生命ビル 

 
 
 
 
２）靭公園周辺             ３）京町堀川の痕跡 

 
 
 
 
４）信濃橋交差点            ５）せともの町～火防陶器神社  

 
 

 
 
 
 
 
（５）まとめ 
  上記の内容以外にも四つ橋筋の沿道には興味深い話題が満載である。別添の資料に 
 も３つのコースを設定した。①沿道の歴史を訪ねるコース②近代建築となくなった建

物の場所を訪ねるコース③川と橋の跡を訪ねるコースを設定した。 
 現存する近代建築以外は「～の跡」という場合は石碑さえないものが多い。事前の 
知識と想像力を活かして、それぞれの場所を特定するまち歩きもおもしろい。 

中央大通りと四つ橋筋交差点東南には最盛期に

は陶器商が 200 軒存あった。今、坐摩神社に隣接

する火防陶器神社はかつて、現在の信濃橋交差点

南西にあったが、1907（明治 40）年、市電施設

時に敷地が買収され現在地に移転。戦災を受け、

戦後一時期、西横堀沿いに仮社殿があった。 

靭公園は、戦後進駐軍が飛行場にしていた場

所を公園にした。北側の大阪科学技術館は五

代友厚邸跡。館内にゆかりの展示がある。 

信濃橋洋画研究所は 1924 年（大正 13

年）設立。所内にあった画材店「マロ

ニエ」は現在も天王寺美術館内で営業

している。 

２０１６年（平成２８年）に NHK 連続テレビ小説「あさが来た」の舞台になった大同

生命ビル前に新たに「加島屋跡」の碑が建立された。地下には敷地内にあった井戸が保

存されている。ヴォーリズが設計した旧ビルの部材は玄関前の装飾物に使われている。 

靭公園の北側（大阪科学技術館の北西） 

に東西約４０ｍにわたり、京町堀川の右

岸の痕跡がある。 
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